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生
か
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
②
福
島
県
内
の
除
染
で
は

米
国
を
中
心
と
し
た
放
射
能
汚
染
地
区
の
環
境
修
復
プ

ロ
グ
ラ
ム
か
ら
の
経
験
や
技
術
が
適
用
で
き
る
の
か
、

さ
ら
に
、
③
科
学
・
技
術
と
社
会
と
の
接
点
と
連
携
を
、

費
用
対
効
果
を
考
慮
し
て
ど
の
よ
う
に
見
出
し
て
い
く

の
か
、
と
い
っ
た
話
題
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

会
議
で
議
論
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
、
主
要
な
論
点
を

以
下
に
ま
と
め
る
。

・
事
故
に
起
因
す
る
様
々
な
影
響
の
回
復
や
修
復
に
あ

た
っ
て
は
、
対
策
の
方
向
を
含
め
た
詳
細
な
枠
組
み
と

責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
誰
が
最
後

ま
で
責
任
を
持
っ
て
環
境
修
復
や
解
体
・
処
分
ま
で
進

め
て
行
く
の
か
を
示
す
こ
と
、
各
意
思
決
定
の
段
階
で

地
域
住
民
の
参
画
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
た
。

・
環
境
修
復
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
放

射
線
リ
ス
ク
の
受
入
れ
レ
ベ
ル
も
考
慮
し
議
論
し
て
お

く
こ
と
。
安
全
の
レ
ベ
ル
は
個
人
に
よ
り
受
け
取
り
方

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
客
観
的
な
リ
ス
ク
を
用
い
、

受
け
入
れ
ら
れ
る
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
国
際
機
関
や
国
と

と
も
に
地
域
住
民
と
の
継
続
し
た
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

安
全
の
議
論
で
は
、
ど
こ
ま
で
に
な
れ
ば
安
全
か

（H
ow
 safe, safe is enough

）
の
議
論
と
な
り
、
誰

に
関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
き
、
除
染
等
、
原
子
力
安
全

の
分
野
で
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
本
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
福
島
の
原

子
力
発
電
所
事
故
に
係
わ
る
国
際
専
門
家
会
議
は
、

様
々
な
テ
ー
マ
で
六
回
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
今
回
の

も
が
納
得
す
る
回
答
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

・
事
故
後
の
環
境
修
復
に
は
、
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な

状
態
に
戻
す
の
か
（end state

）
の
決
定
が
重
要
と
な

る
。
米
国
の
施
設
の
除
染
で
は
、
基
本
的
に
敷
地
は
周

辺
住
民
に
は
解
放
さ
れ
ず
長
期
に
わ
た
る
制
度
的
管
理

下
に
お
か
れ
て
い
る
。

・
事
故
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
に
向
け
て
は
通
常
の
放

射
性
廃
棄
物
の
取
り
扱
い
と
は
別
の
基
準
を
定
め
る
こ

と
が
実
用
的
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
事
故
廃

棄
物
は
不
均
質
で
異
方
性
が
高
く
、
詳
細
な
核
種
と
レ

ベ
ル
の
特
定
が
極
め
て
難
し
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
廃
棄
物
に
関
し
て
、
従
来
の
放
射

性
廃
棄
物
管
理
の
枠
組
を
適
用
せ
ず
、
独
自
の
規
制
体

系
を
構
築
し
対
応
し
て
い
る
。
事
故
発
電
所
を
含
む
周

辺
を
立
ち
入
り
制
限
区
域
と
し
、
敷
地
内
に
最
終
処
分

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
、
福
島
県
と
の
覚
書
に
基
づ
き
、
除
染

等
、
原
子
力
安
全
の
分
野
で
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く

と
い
う
姿
勢
が
前
面
に
出
た
会
議
だ
っ
た
。
招
待
講
演

を
含
め
て
、
印
象
に
残
っ
た
意
見
を
以
下
に
列
記
す
る
。

・
米
国
を
中
心
と
し
た
除
染
の
成
功
例
で
は
、
技
術
面

だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
と
の
対
話
を
含
め
て
相
当
の

時
間
と
コ
ス
ト
を
費
や
し
て
い
る
。

会
議
は
四
回
目
に
相
当
す
る
（
Ｉ
Ｅ
Ｍ
―
４
と
称
さ
れ

て
い
る
）。
会
議
は
一
月
二
十
八
日
〜
二
月
一
日
ま
で

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
本
部
で
開
催

さ
れ
、
世
界
四
〇
カ
国
か
ら
約
二
〇
〇
名
の
専
門
家
が
、

そ
の
う
ち
日
本
か
ら
は
二
〇
名
が
参
加
し
た
。

　

会
議
は
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
専
門
家
に
よ
る
講
演

と
と
も
に
複
数
の
ト
ピ
ッ
ク
ご
と
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
。
大
き
く
は
、
①
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
今
後
解
体
に
向
け
て
、
米
国
ス
リ
ー
マ

イ
ル
島
発
電
所
の
事
故
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
発
電
所
の
事
故
の
教
訓
等
や
技
術
が
ど
の
よ
う
に

・
事
故
廃
棄
物
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
放
射
性

廃
棄
物
処
理
・
処
分
の
枠
組
を
超
え
て
特
別
な
規
制
体

系
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

か
ら
助
言
を
受
け
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

・
修
復
の
最
終
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る

か
が
議
論
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
高
濃

度
汚
染
さ
れ
た
地
区
の
除
染
を
進
め
る
上
で
、
着
地
点

を
明
ら
か
に
し
、
地
元
へ
の
説
明
と
協
力
体
制
を
確
立

す
る
こ
と
で
着
実
に
計
画
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
成
功

の
カ
ギ
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

・
こ
れ
ま
で
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
初
期
情
報
は
、

公
表
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今
回
の
福
島
第
一
の
事
故

に
関
し
て
は
、
最
初
か
ら
全
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
原

子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
を
進
め
る
各
国
に
と
っ

て
、
福
島
で
現
状
進
め
ら
れ
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み

と
そ
の
結
果
は
、
極
め
て
貴
重
な
情
報
で
あ
る
と
の
参

加
者
全
員
の
認
識
で
あ
っ
た
。

　

Ｉ
Ｅ
Ｍ
―
4
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
お
よ

び
日
本
建
設
業
連
合
会
か
ら
の
ご
推
薦
を
頂
き
、
除
染

に
携
わ
る
建
設
会
社
や
作
業
者
を
代
表
し
て
日
本
の
状

況
を
紹
介
で
き
る
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
会

議
の
様
子
を
本
誌
に
掲
載
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
頂
い

た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

　

本
会
議
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
起
因
す
る
「
放
射
能
汚
染
に

対
す
る
除
染
」
お
よ
び
「
将
来
的
な
原
子
炉
解
体
」
に

向
け
て
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
が
諸
外
国

の
専
門
家
を
招
へ
い
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
し
て
、
事
故
後

の
修
復
に
取
り
組
む
日
本
や
原
子
力
の
平
和
利
用
を
目

指
す
各
国
へ
の
助
言
を
行
う
た
め
に
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、
昨
年
十
二
月
十
五
日
に
提
携
し
た
福

島
県
と
の
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

を
受
け
た
福
島
県
と
国
際
原
子
力
機
関
と
の
間
の
協
力
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